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議会案第６号 職員の綱紀粛正と公務員倫理の徹底を求める決議 

 

上記の議案を別紙のとおり、会議規則第１４条第１項の規定により提出し

ます。 



職員の綱紀粛正と公務員倫理の徹底を求める決議  

 

職 員 が 市の 名 義 を 使 用 して 物 品 等を 虚 偽に 発 注 し、 そ の物 品 の 私的

売却 で得 た現 金 を着 服す ると い う不 正行 為に よ り、 平成 28年 ２ 月 16日

付け で 当 該職 員 は懲 戒免 職と な り、 その 管理 監 督者 に も 懲戒 等 の処 分

が行われた。  

平成 24年 ８ 月 に は、 職 員の 公 金 着服 事 件が 発 覚 し、 市 民に 大 き な衝

撃を 与え たこ と は記 憶に 新し い が、 今般 の不 正 行為 は、 この 公 金着 服

事件 から 間も な い平 成 25年 １ 月 から 平成 28年 １ 月ま での 長期 間 にわ た

って 行わ れた も ので あり 、市 民 の信 頼を 著し く 失墜 させ たこ と は 、 極

めて遺憾である。  

 す べて 公務 員 は、 全体 の奉 仕 者と して の自 覚 に基 づき 、市 民 の負 託

にこた え得 る高 い倫理 観と 使命 感をも って その 職にあ たる べき であり 、

こう した 不祥 事 によ って 職の 信 用を 傷つ ける こ とは 、公 務員 と して の

責任 と自 覚が 著 しく 欠如 して い るこ との 表れ で あり 、 職 員の 資 質の 向

上は 、 市 勢発 展 のた めの 重要 な 課題 であ る。 ま た、 これ を組 織 的に 担

保していくことの認識も極めて重要である。  

 よ って 、本 市 議会 は 、 市当 局 に対 し 、 不祥 事 の再 発防 止 策 の 確立 と

職員 の資 質向 上 に向 け、 職員 の 意識 改革 や綱 紀 粛 正 に万 全を 期 する と

とも に、 公務 員 倫理 を徹 底し 、 厳正 な事 務の 執 行を 図り 、全 力 を挙 げ

て市民の市政に対する信頼回復に努めるよう強く求めるものである。  

 

 以上決議する。  
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